







本稿は、ヘ㆑ーネ・シュテッカー著『愛と女性』（Stöcker, Helene 1906, Die Liebe und die 
Frauen. J.C.C.Brunsʼ Verlag , Minden）所収の第 4論文「近代的女性の愛の手紙から」（Aus 






録された第 1論文「私たちの価値転換」（Unsere Umwertung der Werte）と『批判』（Kritik）






「私たちの価値転換」（Unsere Umwertung der Werte 1897）
「近代的女性」（Die moderne Frau 1893）
「女性思想」（Frauengedanken 1894）
「近代的女性の愛の手紙から」（Aus dem Liebesbrief einer modernen Frau 1897）
「男性－運動」（Die Männer-Bewegung 1897）
「議会における女性ギムナジウム」（Mädchengymnasium im Abgeordnetenhaus 1898）
「職業としての家政」（Die Hauswirtschaft als Beruf 1902）
「ニーチェの女性嫌悪」（Nietzsches Frauenfeindschaft 1901）
「新しい母」（Die neue Mutter 1902）
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「母性と精神的労働」（Mutterschaft und geistige Arbeit 1902）
「女性的エロティック」（Weibliche Erotik 1903）
「女性運動と母性性」（Frauenbewegung und Mütterlichkeit 1903）
「男と女について」（Von Mann und Weib 1903）
「男性の解放に向けて」（Zur Emanzipation des Mannes 1904）
「売春と節制」（Prostitution und Enthaltsamkeit 1904）
「女性をうたう男性詩人」（Der Dichter der Frau 1904）
「女性会議の後で」（Nach dem Frauenkongreß 1904）
「未来の愛」（Die Liebe der Zukunft 1904）
「人格の愛」（Die Liebe der Persönlichkeit 1904）
「ブラウニング夫妻」（Die Brownings 1905）




















発表された 1897 年には実際の大恋愛の相手ア㆑クサンダー・ティ㆑（Tille, Alexander 
1866-1912）との出会いと別れがあった。ティ㆑は牧師の息子で、ライプツィヒでドイ
ツ語・英語学と哲学を学び、1890 年に『ファウスト博士のドイツ民謡』（Die deutschen 
Volkslieder von Doktor Faust） で学位を取得した。1895 年には『ダーウィンからニー
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動家の裁判もあった。ヘ㆑ーネは 19 歳でベーベル（Bebel, August 1840-1913）の『女性













を認めたのは 1909 年である。1892 年にヘ㆑ーネはまず女教師になるための試験準備を
開始し、1894 年からはヘ㆑ーネ・ランゲ（Lange, Helene 1848-1930）が開設した女性の
ためのギムナジウムコースに通った。1895 年にベルリン大学が女性の正式聴講を認める
とすぐに、ヘ㆑ーネは 1896年からエーリッヒ・シュミット（Schmidt, Erich 1843-1913）、
ヴィルヘルム・ディルタイ（Dilthey, Wilhelm 1833-1911）、ゲオルク・ジンメル（Simmel, 
Georg 1858-1918）らの講義を聴講しゼミナールにも参加した。ディルタイからはシュラ
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一つの手段?! そして目的は―男性? ! それをあなたが言うのですか? あなたが?! そして
それが、私たちをはるかにキリスト教の背後に引き戻す、進歩した世界観であるべきなの
ですか―力強い男性たちを生み出すためにのみ女性が必要である諸民族へと? 
そして、最高の意味における「母性性（Mütterlichkeit）」は身体的な母性（Mutterschaft）
に必然的にいつも結び付いているということを、あなたも信じてはいません―結び付い
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ているのだとしたらその場合には、それほど沢山の「非母性的な」身体的な母親たちはい
ないでしょうから ! 
勿論、「私たちの子どもたちの国」を私たちは探したい―そして、自身の子どもたち
を諦めねばならないことは、あらゆる健康な人間にとって苦痛になるでしょう。しかし
それは必然的に肉体的な子どもだけであらねばならないのですか? プラトンとキリストと
ニーチェは、私たちが彼らの肉体的な子どもたちについて何も知らないのだから、無益に
生きたというのでしょうか ?! あなた、親愛なるお馬鹿さん、あなたはそんなことを真面
目に考えることはできません。
「女性は、自分の夫にとって多くのものである、ということのみを考えるべきなのです
か? 」私はあなたがそれを言うのを本当に聞いたのでしょうか? 全ての活動をあなたの理
念へ奉仕させ、そしてなお夫で父親であることのみを、私が今度はあなたに求めたとした
ら? そして完全に発達した女性にとって、この無理な期待は余り辛くないし憤慨させない
だろうと、あなたはまだ本当に信じているのですか? そうならば私にあなたに対し言わせ
て下さい、それは古く残酷な迷信であると。
私を信じてね、私だけでなくあらゆる成熟した女性が、自分が建てた理念へ奉仕する時
代が来たのです。その女性に人生が、自分の人格性を犠牲にする愛と、人生の課題や仕事
との間に最も困難な選択を迫ります、―その時代に女性は仕事を自分に引き受ける道徳
的な力を見出すのです。あなた自身が確かにしばしばそれを言いました。「人は愛なしに
生きられる（即ち一人の個別な人間の所有なしに生きられる―だからといって人が愛な
しにいる必要はない）、しかし人生の課題なしには人は生きられない」と。あなたは正し
い、しかしあなたは、女性をまたこの「人」の中に含み込むことを忘れています。私たち
二人が、男と女の間に今日なお横たわる淵をしばしば嘆くとしたら―私はその淵に橋を
架けることにいつでも活動的に協力してはいけないのでしょうか? 
「どの人間、どの性、どの地位の人も稼ぎに合わせ自由と権力を持つ」と、あなたは言
います。確かに―それ故今私たちは、自由で偉大な人生には必要に見えるものを受け取
ります。すなわち理性と芸術と学問を―それらは人間の最高の力です。最も好ましいの
は全てをあなたと共に―しかし―もしそうであらねばならないなら、私には非常に困
難になるでしょうが、それでも―あなたなしに !! あたかも私があなたから好んで学ん
だり、受け取ったりしたくはないかのようにではありません ! あなたが男としてより良く
知っており、私があなたから受け取ることができるとあなたが理解していた、非常にたく
さんの事物の中で、それが私をどれほど幸福にしたかをあなたは余りにもよく知っていま
す。しかし私があなたの際立って男性的な感覚に、それでも非常に強烈に女性的に見える
時、まず第一に女性としての私に関わる事物において私の女性的な感覚を信頼し、そして
―私から学び受け取ることがあなたはできないのでしょうか? 
しかしあなたの素晴らしい、幸福にする自然科学に関わるものは、数千年来人類が精神
的に要求してきたものを全てスクラップにします、―キリスト教が初めて人間に「魂」
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を与えたことにニーチェも賛成していることを、あなたは忘れているのですか? あなたの
自然科学は「有能な」と「有能でない」の区別を知っているだけなのですか ? おお確か
に、生存競争の日常のためにはそれでも充分です―しかし高い精神的な財産をめぐる、
高い魂の地位をめぐる闘争に際しては―そこでは人は人間をどのように価値付けるので
すか? 「道徳の古い板は破壊されました」。しかし新しい板はようやく半ば書かれました。
しかもまだまさに不十分に書かれているのです。私たちは最後に新しい板の上にもなお多
くのものを、例えばキリストが教えたものを活用できるべきではないでしょうか? 
「女性が結婚の中で経済的に男性と同じような業績をあげられない限りは、その間中彼
女はより大きな社会的かつ政治的な権利を得られないのですか? 」ごめんなさい、堂々巡
りしているこの男性論理（Manneslogik）が、私の女性悟性（Frauenverstand）には全く明
解というわけではなくて。だからあなたはまず稼ぐことを女性に禁じます。女性は家で夫
と子どもたちの世話のみをしなければならない。そして彼女があなたに要求されることを
するので、あなたは言います。分かったかい、彼女は稼がない―従って彼女はより大き
な権利は得られないのだ ! 
そして女性の母性を―彼女の配慮と苦労の全てと共に―それはあなたにはいつもは
女性にあって主として価値あるものですが―それをあなたは突然無と見なすのですか? 
それは社会的な業績ではないのですか? 生命の危険を冒して新しい人間に生命を与える彼
女が、「敵」を殺す男性よりも、民族の福祉のためにより多く貢献してはいないというの
ですか? それではどちらの側に、より積極的な業績があるのでしょうか? 
そこにはただ二つの道があるだけです。あなたは女性に結婚の中でも自立的で経済的な
実存の可能性を与えねばならないか―あるいはあなたは主婦、配偶者そして母親として
の彼女の業績を、経済的に社会的な業績として考慮に入れねばなりません。第三の道はな
いのです。
そしてたとえ男性が現実に、努力して得た発達に際して、絶対的な権力という点でいか
ほどかを失わねばならないとしても―彼は自分が失ったよりも非常に多くを得るのでは
ないでしょうか? 根本において現存在の豊かさをなすものは、より深い、より高い、精神
的により発達した生活の同志ではないのですか? ごめんなさい、最愛の人よ、愛の手紙が
ほとんど論文になってしまったなら。しかし私たちが一緒にいた最後の週にそれが私を非
常に悩ませたので、私たちは今解明せねばならないと私は感じたのです。根本において私
は、どのようにあなたがこの古くひどい語り方に至ったのか、全く理解していません。あ
なたは私を少しからかいたいのですか? 私を全く馬鹿らしい事物でからかうことをどれほ
どあなたはしばしば好んだかを、そして、それがどれほど私があなたを愛していたかあな
たに示したから、私が驚くとどれほどあなたが喜ぶかを、分かっていますか? 恐らくこの
度もそうだったのでしょう。小さな残酷な喜びを得るために、私があなたと一つではな
かったという私の痛みを知るために、あなたは私を試そうとしました。恐らく、私があな
たの愛する顔の中に、あなたの輝く眼の中に、何故あなたが私を苦しめるのかを読み取る
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ことを、あなたは長いこといらいらと待っていたのです。
そうして今あなたの番が来ました。―私は今、あなたが別離の時にあなたの愛の全て
と私の魂に及ぼす権力への意志とをその中に込めた、困難な運命的問いに答えることをあ
なたの手に委ねます。「もし私たち二人が今や世界を救済するとしたら、私たちは本当に
それを異なった道でするのだろうか? 」―
　　　　　　（かけがわ　のりこ　生活機構研究科生活文化研究専攻特任教授）
